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を烏状 に認め
,
特異的な所見で あ っ た .

3 　 内 視 鏡 的 乳 頭 切 除 術 後 の ス テ ン ト挿入に難渋

し た十二 指腸乳頭部腺腫 の 1 例
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=l J阻 十二 指腸乳頭部腺腫の 診断
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r'X 1 4 1F ･ 4 F1 2 2 日 に 内視鏡的乳曽貞切除術と

合併症の 予抗を目的に 主肺管と総胆管に ス テ ン ト

挿入を行 っ た. 最終的に は 2 本o) ス テ ン トの 挿 人

に 域功 した が, 矧二+ 部の 確認に 時間を要 し たため

挿入に は難渋 し た. そ のPL!.d ] と して
,
僻癌 が恥有

茎性で ,
か つ 開n 部が か なり口 側端に存在 した た

め
.
卯珠後

,
開口 部がt州徐而のlニー順り端粘膜の f に

入り込んで しま い 確認 し辛くな っ たた めと 考え ら

れた . 病理組織学的に も断端陰性 であ っ た . 後日
,

ス テ ン トをJ滋去 したが ,
そ の 後も輝炎やりL].管

;炎な

どの 合併症 は認め られな い .

L4　当科における膝頭十二指腸切除術の現状と成績
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2 0 0 2 年 7 月 に施行 した牌頑十二

指腸 切除恥 3 5 例を検討 した . 対象は胆管癌 1 3 例,

胆嚢癌 3 例
,
乳頭部癌 6 例 , 肝臓癌 9 例 ,

その 他 4

例 で
,
P p P D を 2 5 例 ,

P D を 1 0 例に 行な っ た. 門

脈合併り] 除を 7 例
,
肝切除を 4 例 , 肝動脈再建を

1 例 に 併施 した . 術後合併症が 2 2 例 ( 6 2 . 8 0/ a) に

生 じ, 億月空内出u
'

TLを 1 例
,
牌液癌を 1 例に 認め た

が
,
聯空腸縫合不全は なく ,

全例耐術 した . 観察

期間 2 - 3 6 ヵ月 で , 胆管癌 9 例,
胆嚢癌 1 例

,
礼

頭部癌 4 例
,
脚蔵癌 3 帆 その 他 3 例が生存中で

ある .
1揮頭十 ∴指腸 卯徐恥の 手指は ほぼ確_

-;/A. し た

が
,
長期生存を得る ため に は , 対象疾恩 に]J占じ た

治療戦略の 構築が必
f

&
T: で あると恕われた .

5 　 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 を 用 い た 膵 切 離 の 有 用 性

に つ い て
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腫 の

有用件に つ き検討し た .

【対象とjj
一

法】 過去 5 fF-｢臼= 二施行さ れた解りブ鮭

7 0 桝 (牌 頭十二 指腸EJ]P ,
'

[t 又 は肝頗部L州珠 5 1 例
,

解体尼蔀切l珠又 は解 体部班除 1 9 例) を対象と し

た
.
ニ れら 7 0 例の うち メ スに よる牌 軌漸 4 O 側と

超音波凝匝lりJ 開装置に よる牌り] 離 3 0 例の 収績に

つ き対比 した . 月畢嫡漏の 判
J

jii
'

は
,
暇軌 トニ指賜り]

除 で は牌管 t u b e 造影で , 解体尾部UJF ,
/

): で は悔席

所見で 判
J

,-i; し た .

【結果】 上. 肺娘十 J_指順U)P ,
'

J: 又は肺L
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J
Ei 諦切除 :

メ ス に よ る肺tJ] 離 2 9 桝ヰT l 側 に)掛掲吻 余 部の

m in o r l e a k を認め た. 超一新皮矧司E)]Fi目装苗に よる

輝 切離 2 2 1伸二t1 1 側 に m i n o r l e a k , 臓腔内月f
-

,

9i ,1島を

,
-
,I
)
L

]
. め たが侃存的に 治療 し軽快 した . メ ス に よる鮮

軌鰍ま全例月華切離何の+ h (lL を:
L

&
7: し たが

,
超古池旋

回り州肖装置で は不i)1t で あ っ た . 胃内容 帆
'J!T 遅延を

除く m o r bidity は メ ス による輝切離が 3f3
'J
/o で

,
超

音波凝固U] 開装rE=
'

_
;: に よる牌 抑碓が 3 2 % で あ っ た .

a . 輝体尼讃柑J 除又 は牒休 部t州徐 : メ ス に よ る服

E)] 離 1 1 例の m o rb i dity は 4 6 % で ,
1 例 に 胆液漏

を認め た. 超音波 矧司E)] 開装置に よる牒りJ 鮒 8 例

の m o r bidity は 1 3 % で , 月華激痛はな か っ た.

E ,*i!言語】 1 . 超音波;疑固り] 開装置に よる牌 別離法

は切離面の 止血が 不要 で
,
止血操作に よる肺の 挫

滅をFj7A]ヒで き る . [【. 肺液漏の 出現頻度 は
,
メ ス に

よる輝 軌雄と超音波 矧壷1 矧謂装旨引こよる月挙りプ離と

の 間に差は なか っ た .


